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日
肝
協
は
「
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
感
染
は

注
射
針
や
筒
を
取
り
替
え
ず
に
行
わ
れ

た
集
団
予
防
接
種
な
ど
が
原
因
」
と
し

て
、
北
海
道
に
続
き
、
東
京
で
も
ウ
イ

ル
ス
肝
炎
の
感
染
責
任
を
問
い
、
国
に

賠
償
を
求
め
る
提
訴
を
今
年
の
秋
に
も

起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
肝
炎
訴
訟
と
と
も
に
歩
む
会
」
が

三
月
七
日
、
東
京
都
杉
並
区
で
患
者
・

家
族
、
支
援
者
な
ど
百
三
十
人
の
参
加

１
　
を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

は
九
一
年
に
準
備
会
を
結
成
、
原
告
団

結
成
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
、
首
都
圏

を
中
心
に
Ｂ
型
肝
炎
だ
け
で
な
く
Ｃ
型

肝
炎
患
者
も
含
め
た
十
数
人
が
原
告
団

に
な
る
予
定
で
す
。

　

集
会
は
、
「
ま
だ
原
告
団
は
結
成
さ

れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
訴
訟
を

支
援
し
、
世
論
を
つ
く
る
た
め
に
は
原

告
以
外
の
強
力
な
応
援
が
大
切
。
原
告

が
勇
気
を
だ
せ
る
会
と
し
て
、
と
も
に

歩
む
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
発
足
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
「
あ
ゆ
む

会
」
の
会
則
を
満
場
一
致
で
き
め
、
さ

ら
に
代
表
委
員
五
人
を
選
出
し
、
事
務

局
体
制
も
整
え
ま
し
た
。

　

代
表
委
員
と
し
て
あ
い
さ
つ
に
た
っ

た
原
正
敏
さ
ん
は
、
「
志
な
か
ぱ
に
し

て
倒
れ
た
人
の
意
志
を
つ
い
で
、
原
告

と
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

決
意
を
述
べ
、
つ
づ
い
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟

の
弁
護
団
で
も
あ
る
昨
名
弁
護
上
が
、

「
エ
イ
ズ
と
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
国

の
責
任
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
エ
イ
ズ
裁
判
と
同
様
に
肝
炎
裁
判

で
も
、
厚
生
省
の
医
瞭
行
政
責
任
を
追

及
し
て
い
き
た
い
」
と
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
肝
炎
訴
訟

を
支
え
る
会
事
務
局
長
か
ら
特
別
報
告

と
し
て
、
「
大
変
心
強
く
田
心
い
ま
す
。

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
連
帯
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
告
予
定
者
の
一
人
の
Ａ
さ
ん
は
。

　

「
私
た
ち
は
国
の
ず
さ
ん
な
医
療
行
政

の
被
害
者
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
差
別
に

よ
る
人
権
侵
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

国
に
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
た
い
」
と
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
「
国
の
過
失
汽
任
に
対
し

て
『
国
家
賠
啜
』
を
求
め
て
法
廷
で
争

う
決
憲
を
し
て
い
る
原
告
予
定
者
を
励

ま
し
、
支
え
、
と
も
に
歩
み
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
原
告
団
に
加
わ
る
こ
と
を

呼
び
か
け
ま
す
」
と
の
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
原
告
団
に
加
わ
り
た
い
と
、

名
乗
り
出
る
集
会
参
加
者
も
い
て
、
原

告
団
結
成
へ
決
意
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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医
療
法
「
改
正
」
の
具
体
化
を
図
る

診
療
報
酬
を
改
定

　

厚
生
省
で
は
、
昨
年
六
月
に
成
立
し
た

医
療
法
「
改
正
」
に
よ
っ
て
、
病
院
の
機

能
分
け
の
第
一
段
階
と
し
て
高
機
能
病
院

と
療
養
型
病
床
群
を
制
度
化
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
四
月
か
ら
申
請
を
う
け
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
に
対
す
る
診
療
報

酬
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
二
月
に

開
催
さ
れ
た
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

は
厚
生
大
臣
か
ら
の
諮
問
案
の
概
要
説
明

を
受
け
、
諮
問
ど
お
り
了
承
す
る
旨
の
答

申
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
は
、
特
定
機
能
病
院
に
関

し
て
は
、
高
度
医
療
の
提
供
と
紹
介
患
者

制
度
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
る
点
で
す
。

高
度
先
進
的
で
難
度
の
高
い
診
療
を
適
切

に
実
施
す
る
機
関
と
し
て
位
置
付
け
、
紹

介
診
直
に
つ
い
て
は
、
「
特
定
機
能
病
院

入
院
診
療
料
」
を
初
診
紹
介
率
三
〇
％
で

点
数
の
線
引
き
を
し
、
三
〇
％
以
上
と
未

満
で
は
五
割
の
点
数
差
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
特
定
療
養
費
の
面
で
は
、
紹
介
の
な

い
患
者
か
ら
「
社
会
的
妥
当
な
額
」
を
徴

収
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
療
養
型
病
床
群
に
関
し
て
は
、
老

人
収
容
比
率
を
基
準
に
１
群
（
六
〇
％
未

満
）
と
２
群
（
六
〇
％
以
上
）
に
分
け
、

そ
の
看
護
補
助
者
の
配
置
で
１
類
か
ら
ろ

類
に
区
分
し
、
さ
ら
に
各
類
を
看
護
婦
と

准
看
護
婦
の
比
率
で
Ｉ
と
Ｉ
に
分
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
基
本
看
護
料

と
特
定
看
護
料
、
そ
の
他
看
護
料
、
看
護

・
検
査
・
投
薬
お
よ
び
注
射
の
費
用
を
包

括
化
し
た
入
院
医
療
管
理
料
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

【
特
定
機
能
病
院
】

☆
入
院
診
療
料

　

初
診
紹
介
率
三
〇
％
以
上
・
・
生
Ｏ
Ｏ
点

　

初
診
紹
介
率
三
〇
％
未
満
：
△
五
〇
点

☆
紹
介
患
者
初
診
加
算

　

初
診
紹
介
率
三
〇
％
以
上
・
上
○
○
点

　

初
診
紹
介
率
三
〇
％
未
満
…
…
五
〇
点

　

【
療
養
型
病
床
群
】

☆
看
護
料

　

看
護
料
は
、
出
来
高
制
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
基
本
看
護
料
・
特
定
看
護
料
・

そ
の
他
看
護
料
に
分
離
さ
れ
、
看
護
・
投

薬
・
注
射
・
検
査
の
費
用
を
包
括
し
た
定

額
制
（
入
院
医
療
管
理
料
）
と
二
本
立
て

で
、
病
院
側
の
選
択
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
表
参
照
）

　

患
者
対
召
護
職
員
（
有
資
格
者
）
は
、

す
べ
て
六
対
一
の
比
率
を
基
本
と
し
、
腿

＠

看護料の種類
人　員　基　準

患：看 忠：補 看：准 点　数

療養１群基本看護料

　(老人60％未満)

基本１類（１） ６：１ ４：１ ４：６ ３８１

μ　　（ID ６：１ ４：１ ３：７ ３６９

基本２類（Ｄ ６：１ ５：］ ４：６ ３４５

μ　　(II) ６：１ ５：１ ３：７ ３３３

基本３類（１） ６：１ ６：１ ４：６ ３２１

μ　　（II） ６：１ ６：１ ３：７ ３０９

療養２群基本看護料

　(老人60％以上)

（Ｉ） ６：１ ６：１ ４：６ ３２４

(II) ６：１ ６：１ ３：７ ３１５

療養型病床群特定看護科 ６：１ ６：１ 不定 ２８５

療養その他１種看護料 ６：１ ６：１ 不定 ２１０

療養その他２種看護料(老人60％未満) ６：１未 ６：１未 不定 １４０

療養その他３種看護料(老人60％以上) Ｇ：１未 ６：１未 不定 ７０

療養１群入院医療管理科

　(老人60％未満)

（Ｔ） ６：１ ４：１ 不定 ６８８

(II) ６：１ ５：１ 不定 ６４２

(Ill) ６：１ ６：１ 不定 ６１１

療養２群入院医療管理料

　(老人60％以上)

（Ｉ） ６：１ ４：１ 不定 ６９８

(Ｈ) ６：１ ５：１ 不定 ６５２

(Ill) ６：１ ６：１ 不定 ６２１

※付添い看駿が認められているのは10, 11, 12の「療養その他」の３項l」だけ

※看駿婦等の勤務条件による25点加算は10, U, 12の「療養その他」以外は算定可能

199ろ－4 ill秘參の11闇
､拓ぶ
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準
看
護
よ
り
も
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

出
来
高
制
の
部
分
は
、
老
人
収
容
率
、

看
・
准
比
率
、
看
護
補
助
者
数
、
転
換
型

と
十
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

療
養
型
病
床
群
の
療
養
１
群
基
本
石
護

料
は
、
一
般
病
院
の
そ
の
他
看
護
料
よ
り

点
数
を
高
く
設
定
し
て
い
ま
す
。
老
人
比

率
が
高
い
療
養
２
群
基
本
看
護
料
で
も
、

老
人
病
院
そ
の
他
看
護
料
よ
り
点
数
は
高

療養型病床群の例（脳卒中後のリハビリテーションの場合）

①転棟後最初の１ヶ月間の医療費

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
額
制
の
部
分
は
、
老
人
比
率
に
よ
っ

て
二
種
類
、
ま
た
看
護
補
助
者
数
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

老
人
比
率
六
〇
％
以
上
（
特
例
２
群
入

院
医
療
管
理
料
）
は
特
例
許
可
老
人
病
院

の
「
入
院
医
療
管
理
料
」
と
同
点
数
に
な

っ
て
い
ま
す
。

内　　　容 現行点数 改　定　後　点　数

室料

入院IX療管理村

石･護料

検査村

投薬・注射村

給食料

入院時医学筰理科

縦養型病床群施設管理科

リハビリテーション

肖像診断

　　　■)fi,800円

　一　　　186,300円

9n,-K)0円　－〔入院医療管理科に含まれる〕

19,200円　－〔入院医療管理科に含まれる〕

79,800円　－〔入院医療管理科に舎まれる〕

　　　5fi,700円

　　　45,300円

　－　　1　6,0圓円

　　　(;≪,()( 0円

　　　20, H(0円

合　計 42'J,50OPJ ･127,'100円（△2,100円）

忠行一部負担金

　　　社保本人

　　　社保家族

　　　国家

42,9r,(円

85､900円

128,850円

　･12,740円（△　210円）

　85,側（朋（△　'I2O|'|)

12S,220円（△　63く)lll)

②転棟後６ヶ月闘の医療費

　

老
人
比
率
六
〇
％
未
満
（
特
例
１
群
入

院
医
療
管
理
料
）
は
、
若
い
人
が
老
人
に

比
べ
て
槃
剤
・
注
射
料
が
統
計
的
に
少
な

い
こ
と
か
ら
各
一
〇
点
低
く
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

☆
入
院
時
医
学
管
理
料

　

一
般
病
院
と
療
養
型
病
床
群
の
一
般
と

で
は
六
ヵ
月
を
超
え
る
と
療
養
型
病
床
群

の
方
が
点
数
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

老
人
は
老
人
病
院
の
老
人
点
数
と
ま
っ

た
く
同
じ
で
す
。

☆
特
定
療
養
費
の
新
設
・
拡
大

　

高
度
先
進
医
療
の
承
認
が
容
易
（
特
定

機
能
病
院
で
あ
れ
ば
特
定
承
認
保
険
医
療

機
関
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
単
位
当
た
り
の
診
療
時
間
の
二
分
の

一
ま
で
予
約
料
が
と
れ
ま
す
。

　

個
室
（
一
人
室
、
二
人
室
）
の
室
料
差

内　　　容 現行点数 改　定　後　点　数

室料

入院医療管F絆ﾄ

看護科

検査料

投薬・注射科

給食料

入院時医学管理料（～３ヶ出

　　　　　　　　　（～６ヶ田

療養な1病床群施設管理科

リハビリテーション

肖像,洽断

　　　280,800円

　－　　　l,117,800li|

572,400円　－〔入院医療管理科に合まれる〕

115,200円　－〔入記矢療管理科に含まれる〕

'178,800円　－〔入院医療管理料に含まれる〕

　　　3'l 0,200円

　　　135,900円

105,3剛Iド　117,00則

　－　　　i　　36,000円

　　　3%,( 00円

　　　121,800円

合計（６ヶ月合計）

　　　〔１ヶ月あたり平均〕

2,5祁,佃O円

　'124,400円

2,5-15,500円（△　900円）

　･i2'i,2r)()［り（△　150円）〕

患者一部負担金

　　　社保水入

　　　　　〔1ヶ1］あたり平均〕

　　　社保家族

　　　　　〔】ヶJ】あたりヅだJ〕

　　　国医

　　　　　いヶ月あだ川り勺〕

2M,(M()円

　■I 2.-1-10円

509,28(1円

　8･1,880円

7(i3.92(闘

127,32(1円

25'!,5nO円（△　90円）

　■12,425111 (△　1剔）〕

5叩,印0円（△　順朋）

　8-1,850円（△　3（）円）〕

7(i3,(i5則（△　27剛）

127,27川（△　桐lj）〕

⑩

額
の
五
割
ま
で
と
れ
ま
す
。

　

紹
介
な
し
で
受
診
し
た
場

合
「
紹
介
患
者
初
診
加
算
」

分
を
社
会
的
に
妥
当
な
額
の

負
担
を
徴
収
で
き
ま
す
。

　

療
養
型
病
床
群
に
つ
い
て

は
、
四
人
室
で
あ
り
、
一
人

当
た
り
六
一
四
㎡
以
上
、
病

床
ご
と
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
を
条
件
に
病
床
の
二
割

ま
で
差
額
徴
収
が
可
能
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
改
定
は
「
ア
メ

ニ
テ
ィ
ー
」
に
名
を
借
り
た

患
者
の
自
己
負
担
拡
大
、
自

由
料
金
部
分
の
拡
大
へ
と
医

簾
差
別
が
拡
大
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
国
民
に
と
っ
て
き

わ
め
て
わ
か
り
に
く
い
シ
ス

テ
ム
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

3６５1993-4｡IPIIの抑間
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社
会
保
障
制
度
審
議
会
の
将
来
像
委
員
会
（
会
長
・
隅
谷
三
喜
男
）
は
二
月
、
二

Ｉ
世
紀
に
向
け
た
吐
会
保
障
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
第
一
次
報
告
を
ま
と
め
ま

一
し
た
。
同
委
員
会
で
は
今
後
、
審
議
を
か
さ
ね
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
制
度
の

一
見
直
し
を
含
め
た
最
終
報
告
を
年
内
に
も
ま
と
め
。
首
相
に
答
申
と
し
て
提
出
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

社会保障将来像委員会

｢守備範囲｣の縮小へ
理念の抜本的見直しめざす第一次報告

　

第
一
次
報
告
討
は
、
戦
後
四
十
数
年
経
っ

た
現
在
、
一
九
五
〇
年
及
び
六
二
年
に
社
会

保
障
審
議
会
が
勧
告
し
た
当
時
と
、
経
済
状

況
及
び
生
活
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、
「
貧

困
か
ら
の
救
済
」
か
ら
「
広
く
国
民
の
安
心

で
き
る
生
活
保
障
」
へ
と
目
的
が
変
わ
っ
て

き
て
お
り
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
は
、
「
み

ん
な
で
っ
く
り
、
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
も

の
、
二
Ｉ
世
紀
に
向
け
て
の
新
し
い
社
会
連

帯
の
あ
か
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
基
本
理
念
と
、
①
普
遍
性
②
公
平
性
③
有

効
性
④
総
合
性
⑤
権
利
性
の
五
原
則
を
重
視

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
公
私
の
役
割

分
担
に
つ
い
て
は
、
公
的
部
門
だ
け
が
生
活

保
障
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
く
「
相
応

の
負
担
」
を
国
民
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
報
告
書
で
は
、
社
会
保
障

の
理
念
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
を

う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
見
直
し
」
で

は
憲
法
二
五
条
に
具
体
化
さ
れ
た
最
低
生
活

保
障
と
国
家
責
任
と
い
う
二
つ
の
大
原
則
を

実
質
的
に
変
更
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

＠

要
旨
一

社
会
保
障
の
理
念
等
の

　
　
　
　

見
直
し
の
必
要
性
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貫
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犬
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一
九
五
〇
年
の
「
社
会
保
障
制
度
に
関

す
る
勧
告
」
は
、
憲
法
第
2
5
条
の
定
め
る

　

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

の
’
保
障
と
い
う
理
念
を
、
戦
後
の
経
済
的

困
窮
の
中
で
い
か
に
具
体
化
す
る
か
と
い

う
課
題
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時

は
ま
っ
た
く
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
考

慮
さ
れ
な
か
っ
た
社
会
経
済
上
の
様
々
な

変
化
が
生
じ
た
。

　

第
一

　

経
済
が
変
化
し
た
こ
と

　

戦
争
に
よ
る
国
民
生
活
の
疲
弊
の
中
で

い
か
に
し
て
国
民
の
生
存
を
保
障
す
る
か

が
、
課
せ
ら
れ
た
現
実
的
な
課
題
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
高

度
成
長
は
生
活
水
準
を
引
き
上
げ
、
制
度

の
改
善
と
充
実
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
第
一
次
石
油
危
機
を
契
機
と
し
て
、

低
成
長
の
時
代
に
入
り
、
「
福
祉
国
家
の

危
機
」
が
叫
ば
れ
、
社
会
保
障
制
度
抑
制

の
気
運
が
高
ま
っ
た
。

　

第
二

　

人
口
が
高
齢
化
し
た
こ
と

　

五
〇
年
当
時
、
6
5
歳
以
上
人
口
の
比
率

が
四
・
九
％
に
過
ぎ
な
い
若
い
社
会
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
出
生
率
の
大
幅
な
低
下

に
よ
り
高
齢
化
が
加
速
さ
れ
、
6
5
歳
以
上

人
口
比
率
は
、
九
一
年
に
は
こ
丁
六
％

ま
で
に
な
っ
た
。

　

第
三

　

家
族
が
変
化
し
た
こ
と

　

勧
告
当
時
、
伝
統
的
な
扶
養
憲
識
や
家

族
形
態
は
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
核
家

族
化
な
ど
家
族
形
態
の
多
様
化
が
進
み
、

家
旅
に
対
す
る
考
え
方
に
も
変
化
が
見
ら

れ
る
。
高
齢
者
単
身
は
帯
や
高
齢
若
夫
婦

世
帯
の
増
加
は
、
扶
養
や
介
護
を
家
族
に

期
待
し
得
な
い
状
況
を
生
み
出
し
て
き
て

い
る
。

　

第
四

　

労
働
関
係
が
変
化
し
た
こ
と

　

戦
後
の
社
会
経
済
の
変
動
は
、
人
々
の

労
働
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
た
。
定
年

制
の
延
長
、
女
性
の
労
働
力
率
の
上
昇
な

ど
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
や
労
働
市
場
の

流
勁
化
も
進
ん
で
い
る
。

　

第
五

　

都
市
へ
の
人
口
集
中

　

人
口
の
都
市
部
へ
の
集
中
。
急
速
な
農

村
の
過
疎
化
は
、
農
村
で
の
共
同
体
の
存

在
を
危
う
く
さ
せ
、
か
つ
高
齢
者
の
比
率

を
高
め
た
。
一
方
、
都
市
部
で
今
後
高
齢

者
が
急
激
に
増
加
す
る
。

　

第
六

　

生
活
保
障
手
段
の
多
元
化

　

家
族
関
係
と
社
会
保
障
が
国
民
の
生
活

保
障
に
と
っ
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
民
間

の
生
活
保
障
手
段
が
多
数
生
ま
れ
育
っ
て

き
た
。

1995-4 。闘浄０の11闇J6び



1976if-:2月25日第‾三極郵便物認可【毎週４回月曜・火咄一木曜・金曜発行】SSKO　増刊通巻1437号　1993年３月29日発行

作
昔
喬
蜃
妄
参
」
…
…
…

　

五
〇
年
勧
告
以
来
、
社
会
保
障
制
度
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
の
構
造
は
大
き
く
変

化
し
、
現
存
す
る
社
会
保
障
制
度
と
、
か

な
り
食
い
違
い
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

　

第
一

　

範
囲
、
内
容
、
対
象
者
の
変
化

　

発
展
の
結
果
、
社
会
保
障
制
度
の
対
象

は
国
民
全
般
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
在
日
外
国
人
に
も
適
用

さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二

　

目
的
の
変
化

　

制
度
の
目
的
は
、
貧
困
か
ら
の
救
済
と

予
防
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
目
的
は
広
く

国
民
生
活
の
保
障
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

　

第
三

　

給
付
水
準
の
上
昇

　

給
付
水
準
は
、
最
低
生
活
保
障
を
目
指

し
た
も
の
か
ら
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
へ

と
変
わ
っ
て
き
た
。

黄
白
。
訟
に
剛
吠
預
言

箆
レ
・
琵
に
昌
に
り
…
…
ｙ
・
‥
・
・
・
｛
”
Ｅ
｛
診
に
Ｌ
’
訟
Ｆ
胚
琵
に
回
目
に
ｙ
・

　

社
会
経
済
は
変
化
し
、
社
会
保
障
制
度

も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
れ
ら
の
変

化
に
対
応
し
て
、
社
会
保
障
の
理
念
等
の

見
直
し
の
必
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。

　

第
一

　

二
－
ズ
の
変
化
へ
の
対
応

　

2
1
世
紀
に
向
け
て
、
社
会
経
済
は
大
き

く
変
わ
り
、
新
た
な
生
活
保
障
の
ニ
ー
ズ

も
生
じ
て
く
る
。
高
齢
者
に
対
す
る
介
護

や
医
療
の
ニ
ー
ズ
は
増
大
す
る
。
社
会
保

障
の
ヽ
質
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
。

　

第
二

　

人
口
の
変
化
へ
の
対
応

　

高
齢
者
の
増
加
は
目
覚
ま
し
い
。
2
1
世

紀
の
6
5
歳
以
上
人
口
比
率
は
二
五
％
を
超

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
出
生
率
の
低
下

も
新
た
な
問
題
を
突
き
つ
け
て
い
る
。
2
1

世
紀
に
お
け
る
労
働
力
人
口
の
減
少
、
著

し
い
高
齢
化
、
総
人
口
の
減
少
な
ど
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三

　

家
族
や
地
域
の
変
化
へ
の
対
応

　

家
族
形
態
の
多
様
化
や
果
た
す
役
割
に

対
す
る
意
識
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
保
障

に
対
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
地
域
医

療
や
福
祉
の
意
義
が
強
調
さ
れ
、
地
域
社

会
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

第
四

　

女
性
の
役
割
の
変
化
へ
の
対
応

　

2
1
世
紀
に
向
け
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
女
性
と
男
性
と
が
共
同
し

て
参
画
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

第
五

　

労
働
環
境
の
変
化

　

2
1
附
一
紀
に
は
労
働
力
人
口
は
減
少
し
、

労
働
時
問
の
短
縮
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
際
化
に
伴
い
海
外
で
働
く
日
本
人
や
外

国
人
労
働
者
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

　

第
六

　

経
済
の
変
化
へ
の
対
応

　

国
民
生
活
の
水
準
が
向
上
す
る
に
つ
れ

て
、
社
会
保
障
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
く
る
。
他
方
、
労
働
人
□
の
減
少
、

高
齢
化
の
進
展
等
、
経
済
を
取
り
巻
く
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
財
源
上
の
制
約
が
強

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

人
口
の
高
齢
化
に
よ
り
、
社
会
保
障
費
自

＠
体
が
増
大
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。

　

2
1
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
国
民
の

間
の
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
新
し
い
合

窓
と
理
解
を
得
な
が
ら
、
社
会
保
障
制
度

自
身
を
2
1
世
紀
に
見
合
う
も
の
に
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一

社
会
保
障
の

　
　

基
本
理
念

吊
昔
葦
簾
（
〈
…
…
一
一
｛
一

　

人
々
の
暮
ら
し
は
平
穏
無
事
で
あ
る
と

は
限
ら
な
い
。
か
つ
て
は
家
庭
や
地
域
、

職
域
な
ど
の
人
々
に
よ
る
助
け
合
い
が
そ

れ
を
防
い
で
き
た
。
社
会
保
障
も
国
民
の

共
同
連
帯
に
よ
る
相
互
扶
助
を
行
う
も
の

と
し
て
成
立
し
て
き
た
。
貧
困
を
予
防
、

救
済
す
る
も
の
と
し
て
発
展
し
、
今
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
で
は
広
く
国
民
に
す
こ
や
か
で
安
心

で
き
る
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

社
会
保
障
の
対
象
も
大
き
な
変
貌
を
遂

げ
て
き
た
。
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
っ
く
り
、
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
も
の

と
し
て
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
新
し
い
社
会

連
幣
の
あ
か
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
2
1
世
紀
に
耐
え
得
る
社
会
保
障
制

度
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

生
活
の
す
べ
て
を
国
や
地
方
公
共
団
体

が
保
障
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
囮
民
は
自

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
活
を
維
持

す
る
責
任
を
負
う
と
い
う
原
則
は
依
然
と

し
て
屯
要
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
は
、
国
民
の
生
活
の
安
定
が

抑
な
わ
れ
た
場
合
に
、
国
民
に
す
こ
や
か

で
安
心
で
き
る
生
活
を
保
障
す
る
制
度
で

あ
る
。
第
一
一
に
、
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
国
民
の
生
活
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

る
。
第
三
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
頁

任
で
生
活
保
障
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
国
民
の
生
活
の
安
定

が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
、
国
民
に
す
こ
や

か
で
安
心
で
き
る
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
公
的
責
任
で
生
活
を
支

え
る
給
付
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
社
会
保
障
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
長
期
的
に
安
定
し
た
基
盤
を
も
つ

制
度
の
贈
立
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

Ｔ
普
遍
性

　

全
国
民
を
対
象
と
す
る
普
遍
的
な
制
度

と
し
て
な
り
た
っ
て
い
る
。
医
療
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
で
は
、
所
得
や
資

産
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
な
給
付
を

3６７
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行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
性
質

に
応
じ
負
担
能
力
の
あ
る
者
に
応
分
の
負

担
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

㈹
公
平
性

　

現
行
の
社
会
保
障
は
格
差
が
存
在
し
、

合
理
的
な
根
拠
を
欠
い
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
み
ん
な
で
っ
く
り
、
み
ん
な
で
支
え

て
い
く
制
度
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
給

付
と
負
担
の
両
面
で
の
公
平
性
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

呻
有
効
性

　

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
給
付
を
行
い
、
給
付

は
社
会
的
に
適
正
妥
当
な
水
準
に
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
効
率
的
な
資
源
配
分
を

図
る
こ
と
も
重
要
な
考
慮
事
項
に
な
る
。

匈
総
合
性

　

各
社
会
保
障
制
度
間
の
連
挑
を
図
り
、

他
の
関
連
諸
制
度
・
諸
施
策
と
も
連
携
し

調
整
し
な
が
ら
、
総
合
化
の
視
点
に
立
っ

た
方
法
が
不
可
欠
で
あ
る
。

㈲
権
利
性

　

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
国
民
す
べ
て
に
賦
与
す
る
こ

と
が
要
諦
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保
険
や
公

的
扶
助
の
給
付
は
権
利
と
し
て
確
立
し
て

い
る
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て

は
必
ず
し
も
権
利
と
し
て
確
立
さ
れ
て
は

い
な
い
。
今
後
、
利
用
者
側
の
意
思
で
選

択
で
き
る
こ
と
が
社
会
政
策
の
推
進
の
た

め
に
重
要
で
あ
る
。

一

一

一

社
会
保
障
を

め
ぐ
る

　

公
私
の
役
割

　

国
や
地
方
公
共
団
体
が
生
活
保
障
の
す

べ
て
を
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
個
人
や
家

族
等
の
私
的
な
責
任
の
分
野
も
少
な
く
な

い
。
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
る
年
金
、
医

療
、
介
護
等
の
費
用
増
大
を
考
え
る
時
、

社
会
保
障
制
度
の
長
期
的
安
定
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
守
備
範
囲
を
再
検
討
す
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

㈹
柔
菊
潔
一
頃
‐

｛
’
゛

　

生
活
保
障
を
考
え
る
場
合
、
公
私
が
連

携
し
て
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
基
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
公
的

部
門
だ
け
が
国
民
の
生
活
保
障
の
責
任
を

負
う
べ
き
で
は
な
く
。
相
互
に
補
完
し
代

替
し
な
が
ら
、
国
民
の
生
活
が
す
こ
や
か

で
安
心
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

私
的
部
門
と
し
て
個
人
、
家
族
、
地
域

民
間
事
業
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
企
業
に
よ
る
福
祉
活
動
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

公
的
部
門
の
費
用
負
担
は
。
ど
こ
ま
で

公
費
負
担
に
よ
る
か
、
社
会
保
険
料
で
賄

う
か
、
あ
る
い
は
利
用
者
負
担
を
ど
う
す

＠
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
社
会
保
険

の
運
営
な
ど
の
よ
う
に
一
部
別
の
組
織
に

代
行
さ
れ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

奏
難
貫
蛮
天
真
汐

　

国
民
の
安
定
し
た
生
活
が
損
な
わ
れ
た

場
合
に
備
え
、
様
々
な
社
会
保
障
制
度
を

整
備
す
る
こ
と
は
公
的
部
門
の
責
任
で
あ

る
。
し
か
し
、
国
民
の
生
活
す
べ
て
を
公

的
部
門
が
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
は
い
え

ず
、
基
本
的
に
は
生
活
の
維
持
・
向
上
は

国
民
各
自
に
第
一
次
的
責
任
が
あ
る
。

　

医
療
保
障
制
度
は
国
民
に
必
要
な
医
療

を
提
供
す
る
が
、
自
己
管
理
を
徹
底
し
、

健
康
を
増
進
し
病
気
の
予
防
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
高
齢
期
の
公
的
年
金
は

重
要
な
役
割
を
果
た
す
が
、
生
活
を
よ
り

豊
か
に
す
る
に
は
労
働
へ
の
参
加
は
も
ち

ろ
ん
、
若
い
時
か
ら
の
貯
蓄
や
個
人
年
金

な
ど
の
自
助
努
力
も
欠
か
せ
な
い
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
主
と
し
て
公
的

責
任
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
を
公

的
負
担
に
す
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
資
源
の

効
率
的
配
分
、
公
平
性
等
の
観
点
か
ら
必

ず
し
も
望
ま
し
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
者
も
、
応
分

の
負
担
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
展
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
国
民

は
自
ら
社
会
保
障
の
費
用
に
つ
い
て
相
応

の
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
福
祉
教
育
や
地

域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
各

種
の
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
も

ま
た
公
的
部
門
の
責
任
で
あ
る
。

≠
鼎
ｔ
屡
１
　
畳
レ

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
生
活
費
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金
に
よ
っ
て
か

な
り
の
部
分
が
賄
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ

り
豊
か
な
生
活
を
希
望
す
る
者
は
貯
蓄
な

ど
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
の
希
望
を
実

現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
高
齢
者
や
障

害
者
は
で
き
る
限
り
自
立
す
る
努
力
を
す

る
と
と
も
に
、
家
族
に
よ
る
附
一
話
を
公
的

責
任
に
切
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、
家
族

に
よ
る
介
護
を
公
的
に
支
援
し
、
で
き
る

限
り
在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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Ｊ
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よ
り
豊
か
な
生
活
の
保
障
は
必
ず
し
も

公
的
に
行
う
必
要
が
な
く
、
民
間
に
任
せ

て
も
よ
い
。
し
か
し
、
基
本
的
な
保
障
の

た
め
の
給
付
、
実
質
価
値
を
維
持
す
る
た

め
の
長
期
的
な
給
付
な
ど
は
、
社
会
保
険

と
し
て
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

公
私
の
役
割
に
関
連
し
て
、
福
祉
・
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
け
る
地
方

公
共
団
体
の
役
割
分
担
が
重
要
な
検
討
問

題
で
あ
る
。
今
後
そ
の
財
源
配
分
や
権
限

配
分
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

｡IINKMIP闇1995-4J∂占
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生
命
議
連
「
臓
器
移
植
法
」
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　

日
弁
連
が
意
見
書

　

日
弁
連
は
生
命
倫
理
研
究
議
員
連
盟
が

　
　
　

義
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
本
人

国
会
に
提
出
準
備
を
し
て
い
る
「
臓
器
の

　
　
　

の
意
思
不
明
の
場
合
で
も
近
親
者
の
承
諾

移
植
に
関
す
る
法
律
案
に
盛
り
込
む
基
本

　
　
　

で
摘
出
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
第
五
に
記

的
な
事
項
（
案
）
」
に
対
す
る
意
見
書
を

　
　
　

録
保
存
期
間
を
五
年
に
と
ど
め
た
こ
と
、

発
表
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
に
検
視
等
と
の
具
体
的
調
整
が
不
明

　

日
弁
連
は
こ
の
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
る

　
　
　

な
こ
と
、
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

案
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
脳
死
」
状
態
か

　
　
　
　

い
わ
ゆ
る
「
脳
死
」
移
植
の
基
本
原
則

ら
の
臓
器
移
植
に
限
っ
て
、
こ
れ
に
対
す

　
　
　

と
し
て
、
日
弁
運
は
①
「
脳
死
」
を
人
間

る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

の
死
と
す
る
規
定
な
い
し
は
こ
れ
と
同
趣

　
　

「
脳
死
」
移
植
に
対
す
る
日
弁
連
の
基

　
　
　

旨
の
規
定
を
置
か
な
い
こ
と
②
現
時
点
に

本
的
な
考
え
方
は
、
日
本
で
は
、
社
会
的

　
　
　

お
け
る
最
も
厳
格
な
定
義
、
判
定
基
準
、

に
も
法
的
に
も
「
死
の
三
徴
候
」
で
あ
る

　
　
　

判
定
方
法
に
よ
っ
て
、
公
正
に
「
脳
死
」

心
臓
の
停
止
、
呼
吸
の
停
止
、
瞳
孔
散
大

　
　
　

が
判
定
さ
れ
、
そ
の
確
実
性
が
保
証
さ
れ

と
い
う
三
つ
の
徴
候
死
を
「
人
の
死
」
と

　
　
　

て
い
る
こ
と
③
臓
器
の
摘
出
は
、
ド
ナ
ー

す
る
概
念
が
定
着
し
て
お
り
、
「
脳
死
」

　
　
　

本
人
の
明
確
か
つ
自
発
的
な
意
思
が
確
認

を
人
間
の
死
と
す
る
社
会
的
合
意
は
今
日

　
　
　

さ
れ
る
書
面
が
あ
る
場
合
の
み
と
す
る
こ

成
立
し
て
お
ら
ず
、
「
脳
死
」
を
人
間
の

　
　
　

と
④
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
選
択
が
公
正
に
な

死
と
す
る
社
会
的
合
意
が
成
立
し
て
い
な

　
　
　

さ
れ
、
か
つ
移
植
を
う
け
な
け
れ
ば
近
い

い
段
階
で
の
「
脳
死
」
状
態
か
ら
の
臓
器

　
　
　

将
来
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
生
命
に
危
険
が
及

移
植
は
基
本
的
に
反
対
で
あ
り
、
ま
た
、

　
　
　

ぶ
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
⑤
摘
出
・
移
植
の

　

「
脳
死
」
移
植
を
進
め
て
い
く
条
件
の
整

　
　
　

施
設
が
記
録
の
閲
覧
・
謄
写
の
権
利
を
制

備
が
不
十
分
で
あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

度
化
し
、
独
立
か
つ
公
正
な
審
査
機
関
を

　

法
案
に
対
す
る
基
本
的
な
問
題
点
と
し

　
　
　

設
け
る
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

て
、
い
わ
ゆ
る
「
脳
死
」
を
死
と
位
置
づ

　
　
　
　

ま
た
、
検
視
制
度
を
抜
本
的
に
改
普
し

け
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
法
律
問
題
の
総

　
　
　

た
上
で
移
植
制
度
と
整
合
さ
せ
る
こ
と
、

合
的
な
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　

記
録
の
保
存
期
間
を
少
な
く
と
も
十
五
年

こ
と
、
第
三
に
い
わ
ゆ
る
「
脳
死
」
の
定

　
　
　

と
す
る
こ
と
、
臓
器
売
買
の
禁
止
違
反
に

＠
対
し
て
、
少
な
く
と
も
十
年
以
下
の
懲
役

刑
を
定
め
、
医
師
に
つ
い
て
は
資
格
の
停

止
、
喪
失
な
ど
の
行
政
処
分
を
厳
正
に
行

う
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
問
題
検
討
の
あ
り
方
と
し
て
、

　

「
脳
死
」
移
植
を
は
じ
め
生
命
倫
理
の
諸

問
題
は
、
公
開
の
原
則
に
則
り
徹
底
的
に

検
討
す
る
過
程
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

　

「
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
」
な
ど
、

　

国
に
厚
生
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

制
度
の
改
善
と
、
障
害
年
金
の
支
給
を
求

め
て
い
た
山
梨
県
の
鈴
木
勝
則
さ
ん
（
屁

歳
）
に
、
国
民
年
金
法
の
障
害
基
礎
年
金

を
支
給
す
る
裁
決
書
が
二
月
八
日
社
会
保

険
庁
か
ら
届
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
十
四
年
前
に
高
校
を
卒
業

し
て
就
職
、
三
ヵ
月
後
に
交
通
事
故
に
よ

り
頚
椎
を
損
傷
し
、
両
上
下
肢
に
重
度
の

障
害
が
残
り
、
車
い
す
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

公
的
な
審
議
体
で
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い

な
い
、
こ
の
法
律
案
は
臓
器
摘
出
移
植
法

と
し
て
重
要
な
文
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
民
に
対
し
て
公
開
し
、
議
論
す

る
と
い
う
手
続
き
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

生
命
倫
理
の
諸
問
題
検
討
の
原
則
に
照
ら

し
、
広
く
国
民
に
明
ら
か
に
し
て
広
範
な

議
論
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
時
、
厚
生
年
金
法
の
「
六
ヵ
月
以
上

の
保
険
料
納
付
」
条
項
の
た
め
に
、
障
害

年
金
申
請
は
却
下
さ
れ
、
支
給
さ
れ
ず
に

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
五
年
の
年

金
法
改
正
で
「
六
ヵ
月
条
項
」
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
改
正
前
の
該
当
者
は
救
済

さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
十
一
月
、
鈴
木
さ
ん
は
仲
間
の

支
援
を
受
け
て
再
審
査
請
求
を
提
出
。
審

議
会
は
「
厚
生
年
金
の
給
付
を
受
け
る
可

能
性
が
な
い
以
上
、
国
民
年
金
を
適
用
す

べ
き
」
と
の
裁
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

こ
の
裁
決
に
基
づ
き
、
社
会
保
険
庁
は

三
月
八
日
付
け
で
「
国
民
年
金
法
に
基
づ

く
障
害
給
付
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
通

達
を
出
し
、
今
後
同
様
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
救
済
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
厚

生
年
金
で
は
な
く
、
国
民
年
金
か
ら
の
支

給
な
ど
の
問
題
点
は
残
り
ま
す
が
、
「
無

年
金
者
の
解
消
」
へ
の
一
歩
前
進
が
は
が

ら
れ
ま
し
た
。
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請
願
署
名
・
昨
年
度
を
突
破

　

来
る
六
月
七
日
（
月
）
に
国
会
請
願
を
行
い
ま
す
。
今
年
こ

そ
「
難
病
患
者
な
ど
の
医
直
と
生
活
の
保
障
を
要
求
す
る
」
請

願
の
採
択
に
さ
せ
よ
う
と
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
成
果
が
続
々

と
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
手
持
ち
の
習
名
用
紙
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
み
な
さ
ん
の
声
を
国
に
届
け
さ
せ
る
た
め
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
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ヨーロッパ福祉視察｣のご案内

２年に1度の世界最大の福祉機器展示会と北欧・西欧の最新の

福祉視察ツアーに参加しませんか。各地でセミナーも開催します。

10月10日

　

ヘルシンキ着

・フィンランド

　

身障ケアハウ

　

ス、高齢者ケアハウス見学

・スウェーデン

　

患者団体訪問

　

年金者住宅見学他

・バルト海船の旅

10月16日

　

成田着

追
加
Ｂ
コ
ー
ス

10月10日

　

ロンドン着

・ロンドン

　

高齢者住宅、デイ

　

センター見学他

10月14日

　

成田着

追
加
Ａ
コ
ー

10月５日

　

成田発（千歳４日）

・デュッセルドルフ

　

リハ見学

　

身障ケアハウス見学

・アムステルダム

　

フォーカス

　

住宅見学、患者団体訪問等

10月11日

　

成田着

発
行
所

★基本コース料金365,000円(千歳発385,()00|i))★追加Ａコース･プラス90,000円★追加Ｂ二]－ス･ブラス175,{)()()H1

◇巾し込み：５月20日まで　◇こiﾐ催:日本旅行札幌支店SOl 1-241-5204　◇企画:北海道難病辿aOl 1-512-3233
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第
八
回
幹
事
会
が
四
月
二
五
日
・
二
六

日
に
東
京
・
目
黒
さ
つ
き
会
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

■
新
刊
図
書

『
風
の
中
の
め
ん
と
り
た
ち
』

　

橋
本

　

明
子
著

　

連
合
通
信
社
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　

定
価
一
六
〇
〇
円

　

白
血
病
で
最
愛
の
わ
が
子
を
亡
く
し
た

箸
忿
は
、
自
身
の
体
験
を
語
る
と
共
に
、

同
じ
立
湯
の
五
人
の
母
親
た
ち
の
体
験
の

闘
き
Ｉ
き
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

母
親
た
ち
の
生
い
立
ち
か
ら
結
婚
、
出

産
、
病
児
を
か
か
え
た
闘
病
、
そ
こ
で
永

別
の
日
々
を
克
明
に
綴
り
、
生
命
を
生
み

育
て
た
も
の
の
心
の
ひ
だ
ま
で
語
り
部
と

し
て
照
ら
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

悲
し
み
を
バ
ネ
に
骨
髄
バ
ヽ
ノ
ク
の
運
動

に
尽
力
し
て
い
る
橋
木
さ
ん
た
ち
に
山
援

を
送
り
ま
す
。

　

束
京
で
は
桜
の
花
が
満

開
を
過
ぎ
、
敞
り
２
　
　
い
で

い
ま
す
。
桜
の
季
節
を
前

に
と
思
い
な
が
ら
、
発
行

が
遅
れ
て
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
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都
世
田
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砧
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